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【話題のポイント】
食と栄養の専門職である管理栄養士・栄養士の職業観や倫理観はいかばかりか。約200万人 

は大きい。
　　　　　　　　　　　　　
　
　
毎年、管理栄養士は約1万人が誕生し、栄養士数は100万人を超えました。数の多さは健康施策が全国に浸透することでもあり、必ずしも悪いことではありません。しかし、需要と供給という目で管理栄養士・栄養士をながめると医師養成に投入される「税」は養成にかかる経費の95%に対し、栄養士養成には私学助成を含め、わずか３％とのこと。この数字は国の健康施策の中心が医師であることです。栄養士養成は学生が納入する授業料でまかなわれる私学が担当している現実を直視しなければなりません。
養成施設を卒業した管理栄養士や栄養士は入学時に抱いた夢と卒業時ではかなりかい離しているように思います。臨地実習や就職活動を通じ、夢をあきらめざるを得ない現実。就職後の挫折などなど。栄養士養成をしている先進諸外国の栄養士との会話でギャップがあるのもこの点です。平成12年の法改正が目指した特色あるカリキュラムによる管理栄養士・栄養士養成は??
栄養士養成のありようは時代とともに変化します。その変化に対応し、カリキュラムも変化させねばなりません。そのため、若い先生の参加を増やし、若い意見を聞くことが大事ではないでしょうか。

当NPOが目指す夢は社会の要請と負託に応えられる栄養士制度の実現です。「教育の質の向上、業務の専門性の向上を通じて栄養士の社会的地位の向上、社会評価をいかに高めるか。」にあります。現状とのギャップをいかに克服するかも問われています。その点の議論が必要ですからみんなで話し合いませんか。

なお、社員から次のような提案をいただきました。

今後はPRとして、ネット配信するために以下を検討する

１．会の方針に則した話題提供の選択基準を明らかにする

２．検討結果をどのように反映させるかを明らかにする。

３．その結果やサイエンスカフェで交わされた内容（意見）をまとめる
管理栄養士・栄養士の夢は歩み始めたばかりです。多くの皆様のご支援とご助言をかみしめながら前にすすみます。

　　　　
　
　　　　　　　　　　　発行責任者　日本管理栄養士・栄養士の夢　有馬克彦、山口蒼生子
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第3回サイエンスカフェ“夢”　栄養士の心構え（栄養士の資質向上をめざして!!）　


話題提供者；芦川修二氏（埼玉国際学院短大客員教授）、田中弘之氏（東京家政学院大教授）





【研修風景】
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次回のお知らせ　　2014．01、　　午後6時30分


　　　　　　　　　　　　　　　　受付　6時


　　　　　　　　　場所：東京芸術劇場　ミーテイングルーム１


　　　　　　　　第2回　サイエンスカフェ“夢”


テーマ　栄養士制度と栄養士法を裏側からながめてみたら


話題提供者　芦川修弐先生または古畑公先生





3回目のサイエンスカフェは、ご参加の皆様の予定とマッチしなかったため、少人数での開催になりました。栄養士法や栄養士制度問題などに関し、厚生労働省時代に担当したお二人の講師のお話は我々が知らなかったお話が伺え、興味深く、また、再確認できたことも多くありました。テーマは当会の皆様のお声を反映しておりますが活躍する分野も異なるので温度差が出るのはしかたがないことです。何を“夢”として、どのように“実現”をはかるかが問われていると思います。








【話題のポイント】


栄養士法が制定されて、半世紀が過ぎ栄養士・管理栄養士への期待が様々な制度に拡充発展されてきたといえよう。芦川先生は、栄養士法と栄養士・管理栄養士制度からみた養成教育とは何か、卒後教育とはなにか。今後の栄養士制度は国家試験導入、食物栄養学に特化した教育、管理栄養士制度は６年制人間栄養学に特化した教育養成の実現と管理栄養士法、栄養士法の制定を提言されました。また、田中先生は、管理栄養士・栄養士業務の拡充の実態について詳細に述べられた。


しかしながら、現在、高学歴が進む中、管理栄養士養成校が135校（約1万人）と増加し、需要と供給のバランスが問題視されるとともに、管理栄養士への社会評価、業務の専門性など今後更なる議論と検討が重要であると指摘された。（文責：古畑公）








デイスカッションコーナー





以上は、当日かわされたご意見です。まもなく、18歳人口が減少しはじめます。安部総理は2020年までにタブレット型パソコンを小・中・高校生全員に配布すると公約しております。Paperlessの時代もすぐそこにきています。(文責：山口)








　　　　　　　　　　　　管理栄養士・栄養士の夢からのお知らせ


第４回　サイエンスカフェ”夢“予定


　日時　平成26年10月10日前後：午後６時３０分開始（受付：午後６時）


　場所　東京芸術劇場　ミーテイングルームⅠ


　テーマ　栄養士の心構え【NPOとして取り組む課題（仮）】


話題提供者（仮）：山口蒼生子（NPO法人管理栄養士・栄養士の夢監事） 


「管理栄養士国家試験問題一問一答」を秀和システムから受託しました。類似図書が多く発行されている中、当法人が目指す管理栄養士の質の向上に貢献できる図書づくりにしたいです。アイデイアをお寄せいただけるとありがたいです。


管理栄養士・栄養士の夢の紹介と会員（賛助会員も）のご紹介にお力添えをお願いいたします。問い合わせ先　NPO法人日本管理栄養士・栄養士の夢事務局：℡とfax　03-6315-0194　 Mail　� HYPERLINK "mailto:sosei@nifty.com" �sosei@nifty.com�
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　　　　　　　　　E-mail:sosei@nifty.com











